
　道路の損傷などを市L INE公式アカウントで
通報できるシステムの試行運用がスタート。簡
単に通報できる同システムを、利用方法を中心
に紹介します。

【道路管理課☎216-1355D216-1400】

・大きな穴が開いて
　いる
・段差ができている

・明かりがつかない
・昼間も点灯している
・壊れている
・傾いている　など

路　面
路　面

側　溝

道路照明灯
道路照明灯

防護柵など

LINEでもっと簡単に！

道路通報システムが
　　　　　　　始まりました

　

本
市
で
は
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
が
安
心
・

安
全
に〝
道
路
〞を
通
行
で
き
る
よ
う
、
毎
日
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
電
話
通
報

な
ど
を
基
に
、
現
場
確
認
や
点
検
、
補
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」ア
プ
リ
か
ら

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
友
だ
ち
追
加
し
ま
す
。

①
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
き
、「
道
路

通
報
」か
ら「
通
報
を
は
じ
め
る
」を
選
択
し

ま
す
。

①「
路
面
」か「
照
明
灯
」を
選

び
ま
す
。
今
回
は「
路
面
」

の「
通
報
す
る
」を
選
択

し
、
案
内
に
沿
っ
て
写
真

投
稿
に
進
み
ま
す
。

②「
カ
メ
ラ
を
起
動
す
る
」、「
カ
メ
ラ
ロ
ー
ル

か
ら
選
択
」の
ど
ち
ら
か
を
選
び
、写
真
を
撮

影
・
選
択
し
て
送
信
し
ま
す
。

②「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
報
」を
選
択
し
て

通
報
を
開
始
し
ま
す
。

※「
電
話
で
通
報
す
る
」を
選
択
す
る

と
、
地
域
ご
と
の
担
当
部
署
の
連

絡
先
が
表
示
さ
れ
ま
す

　
通
報
を
基
に
職
員
が
現
場
確
認
を
行
い
、状
況

に
応
じ
て
補
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
対
応
状
況
は
、
通
報
し
た
日
の
翌
月
中
旬
に

市
HP
に
一
覧
で
掲
載
し
ま
す
。
道
路
通
報
シ
ス

テ
ム
の
「
対
応
状
況
」
を
選
択
す
る
と
簡
単
に

確
認
で
き
ま
す
。

※
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ト
ー
ク（
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
）は

　
自
動
応
答
の
た
め
、
市
が
個
別
に
返
信
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
道
路
の
不
具
合
に
気
付
い
た
と
き
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
な
ど
で
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　

今
月
か
ら「
路
面
」と「
道
路
照
明
灯
」に
限
っ

た
通
報
シ
ス
テ
ム
の
試
行
運
用
を
開
始
。

　
画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
写
真
と
位
置
情
報
を
送

信
す
る
だ
け
で
、
よ
り
手
軽
に
、
正
確
に
通
報
で

き
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
安
全
な
道
路
を
維
持
す
る
た
め
に

■
通
報
し
た
後
は
ど
う
な
る
の
？

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
シ
ス
テ
ム
で

 

通
報
が
よ
り
簡
単
に

市ホームページ

皆さんが通る道路には
たくさんの構造物があります

こんなときに通報を

市内の道路が
対象です

道路管理課
阿久根 主事

「道路通報」をタップ

アカウント
登録画面

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
通
報
し
て
み
よ
う

⬇

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
あ
な
た
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
配
信

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
ア
ク
セ
ス

　
ご
み
の
分
別
検
索
を
は
じ
め
、
子
育
て
世
帯
の
疑
問
に
人
工
知

能
を
使
っ
て
回
答
す
る「
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」、結
婚
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
く
ら
し
の
場
面
ご
と
に
必
要
な
手
続
き
が
分
か
る「
く

ら
し
の
手
続
き
ナ
ビ
」
な
ど
に
、
い
つ
で
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

他
に
も
便
利
な
機
能
が
た
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

災害情報

市民のひろば

欲しい情報を配信！

市電・市バス・
桜島フェリー

全員に

受信設定をした人に

「道路がふさがって
いる」、「陥没して通
れない」など、緊急
のときは電話で通
報を！

周囲の安全に気を付
けて、不具合の場所
が分かるように撮影
してください！

完了！

　
「
位
置
情
報
を
送
信
す
る
」を
選
択
す
る

と
、
地
図
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
損
傷
し
て

い
る
場
所
に
ピ
ン
を
合
わ
せ
て「
送
信
」を
選
択

す
る
と
、
通
報
が
完
了
し
ま
す
。

③「
穴
ぼ
こ
」「
段
差
」な
ど
の
通
報
し
た
い
カ
テ

ゴ
リ
の
中
か
ら
、
今
回
は「
穴
ぼ
こ
」を
選
択

し
ま
す
。

路面に穴が開いてい
るときの通報を例に
ご紹介します通

報
を
始
め
る　
　

STEPSTEP

2
STEP

友
だ
ち
追
加
す
る　

STEPSTEP

1

写
真
を
送
る　
　
　

STEPSTEP

3
STEP

位
置
情
報
を
送
る　
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4
STEP

2024年（令和６年）３月号 4特集かごしま市民のひろば

補修完了

LINEから通報後の
対応状況を確認できます

かごしまフォロワー
かごフォロ

HONEY CRAFT代表

一
いち

戸
のへ

 悠
ゆう

里
り

 さん
【広報課☎216-1133D216-1134】

動物ふぁいる No.76
生き物ずかん

かごしま水族館
ナマズ

【かごしま水族館☎226-2233D223-7692】

学芸員オススメ！No.94
市立美術館の逸品 新

に い

納
ろ

忠
ちゅう

之
の

介
す け

 『大黒天』
【市立美術館☎224-3400D224-3409】

　大きな口やひげが特徴的な「ナマズ」は、古くから日本人に親
しまれてきた淡水魚です。大昔から食用にされていて、日本各
地でナマズにまつわる伝承や信仰があったり、浮世絵など芸術
の題材になったりもしています。そんなナマズですが、誰もが
名前は知っていても野生の姿を見たことがある人は案外少ない
のではないでしょうか。
　ナマズは県本土各地の河川で見られます。夜行性のため、日
中は物陰でじっとしていることが多いのですが、夜になるとセ
ンサーの役割があるひげで餌を探し、小魚や甲殻類などを丸飲
みにして食べます。本市では住宅地を流れる川にも生息してい
るので、近所の川を探してみると見つかるかもしれません。
　当館では１階の「ワクワクはっけんひろば」で展示しています。
ひっそりと岩の陰などにひそむ姿をぜひ観察してみてください。

桜島の魅力ある暮らしを体験してみませんか？

2024年（令和６年）３月号トピックス5 かごしま市民のひろばかごしま市民のひろば

ひろばサポーターがゆく 桜島のゲストハウス
i
い こ

koてらす
【東桜島総務市民課☎221-2111D221-2113】

　高等専門学校３年生の時、自営業で自由に生きていた父が急に亡
くなり、それをきっかけに起業しようと思い始めました。小さい頃
から甘党で蜂蜜が大好きなこともあり、学生時代に養蜂体験に行
き、担い手不足や蜜源の減少、ミツバチの減少など養蜂業界の多く
の問題を聞きました。こうした状況を知り、ミツバチと養蜂家を守
るための活動を行いたいと思いました。その皮切りとして、蜂蜜の
付加価値を高めて新しい商品を作ろうと決意し、その商品開発を模
索している中、蜂蜜のお酒に出会いました。「おいしい！自分も作り
たい！」と思い、２年間の酒蔵修行も経て、おととしの３月に蜂蜜
のお酒専門の自社工場“HONEY CRAFT”を造ること
ができました。１年かけて、ようやく満足する味の蜂
蜜のお酒“m

ミ ー ド ル
eadol”が完成し、蜂蜜酒の世界大会な

どで多くの賞をいただくことができています！
　昨年５月には工場の敷地内に“HONEY CRAFT CAFE”を
オープンし、今後さらにカフェのドリンクやフード
を通してより多くの人に蜂蜜のおいしさを伝えてい
きたいです。
（インタビューの詳細は広報課インスタグラム「カゴシマファン」などでチェックを）

　新照院町出身の新納は、
日本全国の神仏像を修復し
た彫刻家として知られてい
ます。新納は今年で没後70
年を数え、当館も設立70周
年であることから不思議な
縁を感じます。
　本作は、福岡の観

かん
世
ぜ
音
おん
寺
じ

にある大黒天像を修復した
ときに、原像を木彫で模し
たもので、縁あって郷里の
当館に収蔵されています。
　原像は日本最古かつ最大
の大黒天像で、国の重要文
化財に指定されています。
元は悪を懲らしめる怖い顔
の大黒天が、やがておなじみの笑顔の好

こう
々
こう
爺
や
のイメージへと変

化していく過渡期の表情が興味深いところです。また、大黒か
ら「大国」が連想され、大

おお
国
くに
主
ぬしの
命
みこと
という神のイメージも加えら

れ、神仏双方の要素を兼ね備えている両義的な存在と考えられ
ています。
　５月６日(振休)まで開催する「春の所蔵品展」で展示しています。
商売繁盛などのご利益があるとされる大黒天。多くの来館者で当
館がにぎわうことを期待しています。

技がさえわたる等身大の大黒天

　自然豊かな桜島でさまざまな体験や交流ができ
るゲストハウスがオープンしたのをご存知でしょ
うか？　その名は、“ikoてらす”です。どのような
施設なのか、私が描いた「バーチャル広報サポー
ター『木

この
花
はな
桜子』」が紹介します。

　ikoてらすのコンセプトは「知恵と
生活が根付く活火山のふもとに、体験
と交流のお試し暮らし」。改新地域コ
ミュニティ協議会が運営しています。
釣り、カヤック、サイクリング、桜島
大根などの桜島特産の農産物収穫体験や地域住民との交流イベ

ントなど、ikoてらすを拠点に桜島をあらゆる
方面から満喫することができます。県外からの
移住・定住を一番の目的とした施設ですが、市
民の方も利用可能なので多くの体験などを踏

まえ、改めて桜島の魅力を感じてほしいです。
　施設は２組、最大10人まで宿泊可能。築約50年の空き家を改
装したモダンな和風の宿で大工職人に
よるこだわりの空間で落ち着いた雰囲
気を感じられます。宿泊者がいないと
きにはコワーキングスペースや会議な
どの用途でも利用できるようになるよ
うです。
　普段の生活では味わうことのできない、活火山で
ある桜島と、そこで生活を営む人々の暮らしを体験
してみてはいかがでしょうか？

meadol

バーチャル広報サポーター 木花 桜子

　荒田で蜂蜜酒専門工場とハニー
カフェを運営している一戸さんに
お話を伺いました。

ikoてらす
ホームページ

ひろばサポーター
まむねむこ


